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7 ニ ユア ル 


ら<ら<!セツトアツプシ-卜 


このたびは、本製品をご利用いただき、誠にありがとうございまず。本製品を正しく使用ずるために、はじめにこのマニュアルをお読みください。お読みになった後は、大切に保管してくださし、。 


箱に入っているものを確認しよ 


万がいち、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

□無線アダプタ（子機） . 1枚 DAirNavigator CD . 1枚 

□らくらく ！セットアップシート（本紙） . 1枚 

□ま全にお使いいただくたゆに必ずお読みくだまい . 1枚 

□ユ— ザ — 登録はがき.保証書 . 1 枚 

※本製品は、本紙によってセットアップや設定ができるため、冊子のマニュアルは添付しておりません。 

本紙よりも詳細な情報力 《 必要な場合は、 AirNavigatorCD 内の電子マニュアルを参照してください。 
※ユーザー登録はがきは、保証書を切り離した後、必要事項をご記入の上、必ず弊社までご返送く 
ださい。また、切り離した保証書は大切に保管してください。 

※追加情報が別紙で添付されている場合は、必ず参照してください。 



WindowsXP / Me / 2000/98を搭載したパソコンで本製品を使う場合 
は、 CD-ROM 「AirNavigator CD 」 内の「マニュアルを見る」 
一「無線アダプタ（子機）設定例」一 「Windows 機へのドライバイ 
ンス I -ールと設定方法」を参照してください。 


WindowsCE ( PocketPC ) で使う 


本紙では、 WindowsCE を搭載した Pocket PC および八ンドへルド PC で、本製品を使う 
ための操作手順を説明します。 



無線アダプタ(子機)を取り付ける前に 


本製品のドライバをインストールする前に、 WindowsCE 機と Windows 搭載パソコンを、 
Microsoft ActiveSync で接続してください。 ActiveSync の使いかたは 、 WindowsCE 
機のマニュアルを参照してください。 


CASIO 社製 I'agenda BE - 日00で本製品を使用する場合は、 ActiveSync ではなく 「 PC 接続」を 
使用します。また、ドライバは、 BE - 己00専用のものをインストールします。添付の CD-ROM 
(AirNavigator CD ) の中の liCFSllG ] - [ BE 50 0] フォルダの中にある、 Setup . exe ファ 
イルをダブルクリックし、ドライバをインストールしてください。 

※ステップ2「ドライバをインス!ルしよう」の操作では、 BE - 日00専用ドライバをインス! 

ルできません。 
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ドライバをインス!ルしよラ 


無線アダプタ（子機）のドライバをインストールします。 


ここからはパソコンの操作でず 


添付の CD-ROM (AirNavigator CD ) をパソコンにセットしまず。 
しばらくずると、 AirNavigator が起動しまず。 


呼 
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「アプリケーションのダウンロードが完了しました J と表示されたら、 [ OK ] 
をクリックしまず。 


「インストールの完了に必要な手順がないか、モバイルデバイスの画面を確認してくだ 
さい。」と表示されますが、ここでは確認の必要はありません。 [ OK ] をクリックし 
てください。 


無線アダプタ(子機)を取り付けよラ 


ここからは WindowsCE 機の操作です） 
I WindowsCE 機の電源を OFF にしまず。 


無線アダプタ（子機）を、 WindowsCE 機のコンパクトフラッシュスロット (TYPE 
II )に取り付けまず。 


WindowsCE 機 



取り付け/取り外しに関するを意 

- WindowsCE 機および周辺機器の取り扱いは、各機器のマニュアルに記載されている方まに 
従ってください。 

•無線アダプタ（子機）を取り付けたり、取り外したりするときは、 WindowsCE 機の電源を 
OFF にしてください。 

-各コネクタのチリやホコリなどは、取り除いてください。 

-無線アダプタのコネクタ部分には手を触れないでください。 

-無線アダプタを WindowsCE 機に取り付けるときは、コネクタの向きにを意してください。 
無理に押し込むと、コネクタが破損する恐れがあります。 



IP アドレスを確認しよラ 

無線 LAN に接続するためには、 WindowsCE 機に有効な IP アドレスが割り当てられてい 
る必要があります。次の手順で、 WindowsCE 機の IP アドレス設定を確認します。 

〇無線アダプタを取り付けると、 WindowsCE 機の電源が ON になりまず。 

電源が自動で ON にならないときは、手動で ON にしてください。 

^ j IP アドレスの設定を確認しまず。 

-0 [ OK ] をタップしまず。 


な 


IP アドレスま DHCP サーが 'H こよって 
白め的Iここのテ''がイタこ割り当てら 
れます。ネットワークげ自巧的に IP 
アドレスを割り当てなし喘ろは、 

ネットト馆巧萄こ剛、合わ廿てか 
ら、アドレスを入力してください。 





. ネッ トワーク内に DHCP サーバが存在するときは、 「 IP アドレスを DHCP サーバか 
ら取得」を選択します （ AirStation の DHCP サーバ機能使用時など）。 

• IP アドレスを手動で設定するときは、 「 IP アドレスを指定」を選択します。 IP アド 
レスなどの設定については、 WindowsCE 機のマニュアルを参照してください。 

《 IP アドレスなどの設定については、 WindowsCE 機のマニュアルを参照してくださ 
い。 
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「認識されなかったカード」画面が表示されたときは、無線アダプタ（子機）が正常 
に動作していません。ステップ2「ドライバをインストールしよう」を参照して、ド 
ライバを再インス!ルしてください。 





[キャンセル]をタップしまず。 
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&テツプ A 5 へつづく 



をテツプ3へつづく 


無線アダプタ（子機）を設定しよラ 

無線 LAN に接続する方法には、次の2つがあります。お使いの環境に合わせて、設定方 
法を選択してください。 

■ AirStation などのアクセスポイント（親機）に接続する/ FreeSpot で使う 
■アクセスポイントのない環境で、無線ノくソコンと接続する 


AirStation などのアクセスポイント（親機）に接続ずる/ FreeSpot で使う 
WindowsCE 機で、[スタート]-[設定]を選択しまず。 


[コントロールパネル]または[システム]をタップしまず。 

上記のラち、どちらか画面に表示されている項目をタップしてください。表示される項目 
は、 WindowsCE 機により異なります。 



BUFFALO お 
j 乳 ANiS 走^ 


[ BUFFALO 無線 LAN 設定]をタップしまず。 



「 BUFFALO 無線 LAN 設定」アイコンが表示されないときは、無線アダプタ（子機）を 
WindowsCE 機に取り付けた状態で、 WindowsCE 機のリセットボタン※を押し、再起 
動してください。リセットボタンの位置については、 WindowsCE 機のマニュアルを 
参照してください。 

※リセットボタンとは、 WindowsCE 機を再起動するボタンです。メモリの内容を消 
去して、工場出荷時設定に戻すボタンとは異なりますので、ミ主意してください。 
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必要に応じて、無線 LAN 環境の設定 
をしまず。 

[適用]をタップしまず。 



•入力した[環境設定]の名前で、設定が保存されます。 

-[モード]はアクセスポイント経由通信に設定します。に SS - ID ] に、通信するア 
クセスポイントの ESS-ID を入力します。 ESS-ID についての詳細は、アクセスポイ 
ントのマニュアルを参照してください。 

-[転送速度]は自動にします。 

•[省電カモード]にはチェックマークを付けないでください。チェックマークを付け 
ると、正常に通信できないことがあります。 
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a [暗号化]をタップしまず。 

且暗号化キー ( WEP ) が設定された 
アクセスポイントに接続ずるときは、 
WEP の種類 （40 bit または 128 bit ) 
を選択しまず。 

暗号化キーが設定されていないアクセス 
ポイントに接続するときは、[無効]を 
選択し、手順©に進んでください。 



g [暗号化キーを入力ずる]を選択し 
まず。 

[文字列]または [16 進数]を選択 
しまず。 



II [ Keyl ] に暗号化キーを入力しまず。 

0 [送信キー]を選択しまず。 

通常は 1 を選択します。 

複数の暗号化キーに対応しているアクセ 
スポイントに接続する場合は、送信キー 
とそれに対応した暗号化キーを入力しま 
す。 

且[適用]をタップしまず。 



n 


且 


[接続状態]をタップしまず。 


接続先に[接続]と表示されたら、ア 
クセスポイントへの接続は完了でず。 

接続先アクセスポイントの無線側 MAC 
アドレス、無線チャンネル、送信速度、 
データ送受信状況、接続状態、電波状態 
を確認できます。 


アクセスポイントのない環境で、無線パソコンと接続ずる） 


WindowsCE 機で、[スタート]-腺定]を選択しまず。 


[コントロールパネル]または[システム]をタップしまず。 

上記のラち、どちらか画面に表示されている項目をタップしてください。表示される項目 
は、 WindowsCE 機により異なります。 



BUFFALO 無 
j 扣 AN 設定 ィ 


[ BUFFALO 無線 LAN 設定]をタップしまず。 



「 BUFFALO 無線 LAN 設定」アイコンが表示されないときは、無線アダプタ（子機）を 
WindowsCE 機に取り付けた状態で、 WindowsCE 機のリセットボタン※を押し、再起 
動してください。リセットボタンの位置については、 WindowsCE 機のマニュアルを 
参照してください。 

※リセットボタンとは、 WindowsCE 機を再起動するボタンです。メモリの内容を消 
去して、工場出荷時設定に戻すボタンとは異なりますので、ミ主意してください。 
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BUFFALO 無組 AN 設ミ 


巧続がお j 設定 L 障号化 バージョン' 话沛 1 


%诗巧巧を ） [Default 

モード飾 


p 巧 LAN バソコン聞巧信 


ESS-ID |ANY 
おき巧ち (I) [W1 ~ 

み电ホモードを in 
巧摄チャンホ J レが |11’d 


マ!巧牟巧定@ 


巧巧が 


■□必要に応じて、無線 LAN 環境の設定を 
しまず。 

■0 [適用]をタップしまず。 



•入力した[環境設定]の名前で、設定が保存されます。 

. [モード]は無線 LAN パソコン間通信に設定します。 

- [ ESS - ID ] を入力する必要はありません。 

-[転送速度]は自動にします。 

•[省電カモード]にはチェックマークを付けないでください。チェックマークを付け 
ると、正常に通信できないことがあります。 

-[無線チヤンネル]は通信する無線パソコンと同じチヤンネルを選択します。 





〇 


且 


且 


巧 


[暗号化]をタップしまず。 

暗号化キー （ WEP ) が設定された 
パソコンに接続ずるときは 、 WEP 
の種類 （40 bit または 128 bit ) を選 
択しまず。 

暗号化キーが設定されていないパソコン 
に接続するときは、[無効]を選択し、 
手順 <支に進んでください。 

[暗号化キーを入力ずる]を選択し 
まず。 

[文字列]または [16 進数]を選択 
しまず。 




— □ [ Keyl ] に暗号化キーを入力しまず。 



0 [送信キー]を選択しまず。 

通常は 1 を選択します。 

複数の暗号化キーに対応している無線ア 
ダプタを搭載したパソコンに接続する場 
合は、送信キーとそれに対応した暗号化 
キーを入力します。 


S [適用]をタップしまず。 




Default - BUFFALO 無期 AN 設ミ 


巧ホ：円!巧正 AN バソコン巧遇信中 
巧诗チャンネ J レ ド 

き信速ち： ~ Mbits/sec 

さ巧信データ CbYtes / sec ) 送信；|〇" 
接がが巧：このモードでは無巧で r 
S 波せ皮：このモードではお巧で r 


_ — 0 

!巧}き巧で 

ミ信： 


[接続状態]をタップしまず。 

接続先に[無線 LAN パソコン間通信 
中]と表示されたら、無線パソコン 
との接続は完了でず。 

無線チャンネル、送信速度、データ送受 
信状況を確認できます。 


これで無線アダプタ（子機）の設定は完了でず。 

「 BUFFALO 無線 LAN 設定」画面右上のにのをタップして、画面を閉じます。 

































































































































































































































































































































































Windows CE .NET の場合 


アクセスポイントのない環境で、無線パソコンと接続ずる) 


E [無線アダプタ（子機）を設定しよラ 


無線 LAN に接続する方法には、次の 2 つがあります。お使いの環境に合わせて、設定方 
法を選択してください。 

■ AirStation などのアクセスポイント（親機）に接続する/ FreeSpot で使う 
■アクセスポイントのない環境で、無線ノ くソコンと接続する 


ここでは、各 WindowsCE 機で個別に暗号化キー ( WEP ) を設定する場合を例に説明します。 
IEEE 802 . lx 認証を使用するネットワークなどに接続する場合は、ネットワーク管理者またはプ 
ロバイダに設定方法を確認してください。 


I AirStation などのアクセスポイント（親機）に接続する/ FreeSpot で使う ） 

WindowsCE 機の電源を ON にしまず。 

しばらくずると、ネットワークの設定画面 （ WU 2 CFS 11) が表示されまず。 

設定画面が自動的に表示されないときは、画面右下のネットワーク接続アイコン （身 また 
は ホ） をダブルタップします 


が降の操作は、既に他の無線パソコンでの設定が完了していることを想定しています。 
Windows CE 機の設定をする前に、無線パソコンでの設定を完了しておいてください。 


WindowsCE 機の電源を ON にしまず。 

しばらくずると、ネットワークの設定画面 （ WU 2 CFS 11) が表示されまず。 

設定画面が自動的に表示されないときは、画面右下のネットワーク接続アイコン（がまた 
は ホ） をダブルタップします 


巧のネットワークが巧巧巧巧です■ネットワークじ接がするにはネッ 
トワ-クちを遇巧して[接糊わ I おルてください. 


巧拔； 巧热なし 

シブナルの苗巧；シブナルをし 


□ヴのま示 ... I 


-[詳細設定]をタップしまず。 

左の画面が表示されていないときは、右側の 
[IP 情報]タブをタップします。 



ワイサレス 【 WEP ) キー設を M 

ネツ朽ーウキー(に)： 1 Iqa 口 wsx 3 edc 

キ-のおがた)： 1 ASCII 文字 

キ-の長さ(し)： 1104ピット（口: 

キーインデックス（詳細設定)化)：1 口 < 

：4 •— 

•— 

た宇） At - 

1 ~~ 0 K す |〔 

年ヤンセル 1 


[ネットワークキー](暗号化キー） 
を入力しまず。 

[キーの形式] (1 6進数または ASCII 
文字）を選択しまず。 

L -0 [キーの長さ] (40 ビット/5文字また 
は104ビット/13文字)を選択しまず。 


-0 [キーインデックス](送信キー）を 
入力しまず。 

■0 [ OK ] をタップしまず。 


[ネットワークキ ー] 、[キーの形式]と[キーの長さ]は、アクセスポイントの 
設定と同じにしてください。 

’[キーインデックス](送信キ ー) は、通常、0 (ゼロ）を入力します。 

複数の暗号化キーに対応しているアクセスポイントに接続する場合は、キーインデッ 
クスとそれに対応した暗号化キーを入力します （ 「補足情報」参照）。 


[0 K ] をタップしまず。 


I IP アドレス J ネームサーバー I ワイザレスネッのーウ \ 

囚 Windows をほ用してワイヤレスネツ I 


トク設ミを祗巧する做） 


利巧できるネッの - ウ叫） 

棟巧巧能なネツ巧ークに巧続するにけ [ 


[[ 巧巧に ) 


I 巧巧た ) 


價ホするネッに )- ウ也)： 

下にま示されてい对脂香でほ巧巧おねネッの - ウじ自か的(こ巧続すミ 


胤日 ( 色 ).. . II 肖 I 聯化） ] [ プ □ バテイに ） I 


帥 i きち ( の I 


ワイかレスネサ巧*-クブ山!テイ 


ネッの-クを脚 D)(N): lADHOC 

【囚文れは〕ンピュ-夕と〕ンピュ-夕（お hoc) のネッの-クです。 
、■ベ!かレスアクセスポイン K まほ用されていませんに） 

ワイヤレスネ》りーゥキー (WEP) _ 

ッ ho —クには次のためのキーがぶ要です： 

ドータ暗号化 (WEP ちか)(ご） 

ゥのーク認註（巧ちモード)化） 

自勤的に提供される y 

[wEP キーを侮 正する譜一 

拒圧 802 .IX 記 i 正 

□このネッのークで 802 . IX 記 i 正をほ用巧能にする 


EAP の桂謁； 1 


II キャンセル I 


ワイトレス （WEP) キー設を M 

ネツ朽ーウキー(に)： |lqaz2wsx3ed( 

キ-のお巧た)： 1 ASCII 文字 

キ-の長さ(し)： 1104む卜（口 

キーインデックス（詳細設定)化)： |D < 

:4 •— 

1#-! — 

文ぞ）お 

[ ~~ 0K t 1 〔 

车ヤンセル 1 


- U 通信相手（無線パソコン）の ESS - 
ID (ネットワーク名）を選択しまず。 

ESS - ID は、無線パソコンで設定した任意 
の文字列です。 

ESS - ID が表示されないときは、[更新] 
をタップしてください。 

-且[構成]をタップしまず。 


|— n [これはコンピユータとコンピユー 
夕 (ad hoc ) のネットワークでず。（略)] 
と[データ暗号化 （ WEP )] だけにチ 
エックを付けまず。 

暗号化キーが設定されていない無線パソ 
コンに接続するときは、すべてのチエッ 
クを外し、手順0に進みます。 

-且 [ WEP キーを修正ずる]をタップし 
まず。 


[ネットワークキー](暗号化キー） 
を入力しまず。 

[キーの形式] (1 6進数または ASCII 
文字）を選択しまず。 

L -0 [キーの長さ] (40 ビット/5文字また 
は104ビット/13文字)を選択しまず。 


■0 [キーインデックス](送信キー）を 
入力しまず。 

■0 [ OK ] をタップしまず。 


[ネットワークキ ー] 、[キーの形式]と[キーの長さ]は、無線パソコンの設定 
と同じにしてください。 

[キーインデックス](送信キ ー) は、通常、0 (ゼロ）を入力します。 

複数の暗号化キーに対応している無線パソコンに接続する場合は、キーインデック 
スとそれに対応した暗号化キーを入力します （ 「補足情報」参照）。 


[ OK ] をタップしまず。 


1 IP 巧郎1 ipve ,话報1 IP ’语統1 


巧のネットワークが使用可巧でチ ■ ネットワー 
トワ-クちを遇がして[接渊か妨ルてぐ 

II こ接がするにはネツ 
!さい ■ 


み ADH 0 C 


( 

或曲； ADH 0 C へ接な巧み 

) 

シブナルの贸巧；»良 


1 1 1 巧な!を定… 

II □ヴのを示... 1 




-状態に「000000へ接続済み J と 
表示されたら、無線パソコンへの接続 
は完了でず。 

000000 は無線パソコンの ESS-ID (ネ 
ットワーク名）です。 


巧のネットワークが巧巧可能でチ ■ ネットワー 
トワ-クちを遇巧して[巧樹わかルてく 


を000740123456 


( が曲； _ 


リこ接統するじはネツ 
が、 ■ 


ルの巧巧； ft 良 


000740123456へ按獅み） 


I If 巧巧な定 ... ！11 □ ヴのる示 .. . j 


-状態に「000000へ接続済み J と 
表示されたら、アクセスポイントへの 
接続は完了でず。 

000000 はアクセスポイントの ESS-ID (ネ 
ットワーク名）です。 


これで無線アダプタ（子機）の設定は完了でず。 

ネットワークの設定画面 ( WL に CFS 11) 右上の[ X ]をタップして、画面を閉じます。 


ネットワーク内に DHCP サーバが存在しない場合や、無線パソコン間 （ad hoc ) で通信する場 
合は、手動で IP アドレスを設定する必要があります。 IP アドレスを手動で設定するには、手順 
©の画面で [ IP アドレス]タブをタップします。 

《 IP アドレスなどのネットワークに関する設定については、 WindowsCE 機のマニュアルを参 
照してください。 


補足情報 


電子マニュアルの読み方） 

^ CD - ROM「AirNavigator CDj をパソコンにセットしまず。 

\ [マニュアルを見る]を選択し、[実行]をクリックしまず。 

) 「設定ガイドネットワーク構築例 J を選択し、 [0 K ] をクリックしまず。 

\ 表示させたい項目を選択し、 [0 K ] をクリックしまず。 

パソコンに Adobe Acrobat Reader がインストールされていないときは 、 Adobe Acrobat 
Reader のインス! -- ルカ 《 始まります。画面に指示にしたがって、インス! -- ルを完了してください。 



本製品を取り外ず （ WindowsXP / Me / 2000/98) ) 

WindowsXP / Me / 2000/98の 動作 中に本製品を取り外すときは、が下の手順にしたがっ 
てください。 

クライアントマネージャが起動している場合は、終了させまず。 

タスクトレイに表示されている取り外しアイコン (を) をクリックし、旧 UFFAL 0 
WLI 2- CF - S 1 1 Wireless LAN Adapter を安全に取り外しまず]を選択しまず。 

取り外しアイコンは、 Windows によって異なります ( WindowsMe / 2000: す >、 Windows 98 .、が。 

「安全に取り外ずことができまず J と表示されたら、本製品を取り外しまず。 


■ Windows CE . NET で使用ずるときのを意) 

• ESS-ID (ネットワーク名）を変更したときに、設定画面に正しい ESS - ID が表示されないことが 
あります。この場合は 、 Windows CE . NET 機の電源を OFF 一 ON してください。 

- 「 AN 丫接続」を許可しない設定にしたアクセスポイントに接続することはできません。 「 AN 丫接 
続」の設定方まについては、アクセスポイントのマニュアルを参照してください。 

•本製品の IP アドレスを手動で変更したときは、変更を有効にするために 、 Windows CE . NET 機 
の電源を OFF 一 ON してください。 

• WEP のキー番号（キーインデックス、送信キ ー) は、無線 LAN 製品や 0 S のパ'-ジョンによって 
表記が異なる場合があります。 

例えば 、 Windows CE . NET では〇〜3の番号でキー番号を設定しますが、 AirStation の Web 設定 
画面やクライアントマネージャでは！〜4の番号で設定します。このような場合 、 Windows CE 
. NET のキー番号「0」力 《 AirStation での「1」に対応します。同様に 、 Windows CE . NET での 
キー番号1、2、3が AirStation での2、3、4に対応します。 


仕様 


g 各部の名称とはたらき J 



LINK ランプ： データ送受信時、緑色に点灯 
POWER ランプ： 本製品動作時、緑色に点灯 

《 POWER ランプが点灯しないときは、無線カードのドライノくが正しく 
インストールされていない可能性があります。 AirNavigatorCD から 
AirNavigator を起動して、「マニュアルを見る」一「設定ガイド無線ド 
ライバについて」一「インストール結果の確認方法」を参照して、ドラ 
イバが正しくインス!ルされているか確認してください。 


■主な仕様) 



準拠規格 

RCR STD -33 、ARIB STD - T 66( ル電カデータ通信システム規樹 


IEEE 802.11 b (無線 LAN 標準プ〇トコル） 


伝送方式 

DS - SS 方式 ( IEEE 802.1 1準拠)、半二重 (Half Duplex ) 

無線 LAN 
インター 
フェース 

通信距離 

11 Mbps 時屋外160 m 煩通し)、屋内① 50 m 煩通し)、屋内② 25 m (見通し） 
2 Mbps 時屋外400 m 煩通し)、屋内① 90 m 煩通し)、屋内② 40 m 惧通し） 
1 Mbps 時屋外 550 m 煩通し)、屋内①115 m 煩通し)、屋内② 50 m (見通し） 
※屋内①：障善物の少ないオフィス、屋内②：障善物の多いオフィス。 

※通信距離は環境により影響されます。次の場合、電波の届く距離が短くなるこ 
とがあります。 

-マンション等の鉄筋コンクリートの建物内、及び構造に金属力 《 使用されている住宅。 

-大型の金属製家具の近くなど。 

ホストイ 
フェース 

ンター 

コンパクトフラッシュ Type II 

対応パソコン(*1) 

コンパクトフラッシュ Type II ス□ットを装備した PocketPC ( WindowsCE.NET 
機、 WindowsCE 3.0 機、 H / PC 2000機)、 WindowsXP / Me / 2000/98パソコン 

対応 0 S (*2) 

Windows CE . NET、Windows CE 3.0 、Pocket PC 2002、 

Windows XP / Me / 2000 /98 

送信周波数範囲 

241 2 〜 2484 MHz (中む周波数、全 14 チャンネル） 

データ転送速度 

1 1/5.5/2 /lMbps 

セキュリティ 

128(1 04)/64(40) ビッ hWEP 

消費電力/消費電流 

最大11 22 mW (3.3 V ) /最大 340 mA (送信時） 

動作環境 

温度： 〇〜55で、湿度： 20〜80〇/〇觸露なきこと） 

外形寸法/重量 

43.0 ( W)x 5.0( H ) x 62.0( D)mm (突起物含まず）/ 18.5 g 


*1 本製品は弊社製無線 LAN 製品や Wi - Fi 認定済みの無線 LAN 製品、および AirMac と通信できます。ただ 
し、 AirMac と通信する場合は、弊社製 AirStation を使用する場合があります。 

デュアルプ□セッサ搭載機種には対応していません。 

弊社製プリントサーパ ' LSP シリーふおよび、弊社製ネットワーク診断ツール NetSeeker には対応し 
ていません。 

WindowsCENET 機は 、 NTT DoCoMo 社製 sigmarionIII のみ動作確認済みです (2003 年7月18日現在)。 
*2 サスペンド/レジュームには対応していません。 

※最新の製品情報や対応機種については、カタ□グまたはホームぺージ ( buffalo . jp ) を参照してください。 



たときは 


•無線力ード（子機）のドライパがインストールできない場合 


1 


与 Windows XP / 2000では、コンピュータの管理者権限があるユーザー ( Administrator など） 
でログインしてください 

《Windows XP / 2000で登録したユーザーは、制限つきアカウントに設定しない限り、コン 
ピュータの管理者権限を持っています。 

与 CyberTrio - NX がインストールされている NEC 製 PC 98- NX シリーズをお使いの場合は、アド 
バンストモードに設定してください。詳細は、パソコンのマニュアルを参照してください。 


•PC 力ード接続の CD-ROM ドライブをお使いの場合 

与 PC 力ードスロット が一つた けのパソコンでは、 CD - ROM ドライブと無線力ードを同時に使用 
できません 。 「AirNavigator CD 」 内のファイルを八ードディスクにコピーしてから、セット 
アップをおこなってください。 

1.デスクトップ上に新しいフォルダを作ります。 

ZAirNavigator CD 内のすべてのファイルを、そのフォルダにコピーします。 

3.コピーが終わったら、コピー先の [ SETU 門アイコン（国）をダブルクリックします。 

•パソコン同±をネットワークで接続ずる場合 

与各パソコンにネットワークの設定が必要です。 Windows のマニュアルやヘルプを参照して設 
定してください。また、 CD - ROM「AirNavigator CD 」 内の「マニュアルを見る」一「設定 
ガイドネットワーク構築例」一 「 TCP / IP の設定例と共有設定例」にも設定例が記載されてい 
ますので、参考にしてください。 


•アクセスポイント（親機）を使わずに無線パソコン同±で通信ずる場合 

与 CD - ROM「AirNavigator CD 」 内の「マニュアルを見る」一「設定ガイドネットワーク構築例」 
一「無線 LAN パソコン間で通信する場合の設定方法」を参照してください。 


•その他、困ったときは 

与 CD - ROM 「 AirNavigatorCD 」 内の「困ったときは？」を参照してくださし、。 


■電波に関ずるを意 

参本製品は、電波法に基づくル電カデータ通信システムの無線局の無線設備として、技術基準適合 
証明を受けています。従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必要ありません。また、 
本製品は、日本国内でのみ使用できます。 

•次の場所では、本製品を使用しないでください。 

電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ（環境により電波が届かない場合が 
あります）。 

※弊社製無線プリンタバッファ （ RYP - G ) 、他社製の無線プリンタバッファなどで 2.4 GHz 付近 
の電波を使用しているものの近くで使用すると双方の処理速度が落ちる場合があります。 

•本製品は、技術基準適合証明を受けていますので、が下の事項をおこなうと法律で罰せられるこ 
とがあります。 

•本製品を分解/改造すること 

-本製品の裏面に貼ってある証明ラベルをはがすこと 
•本製品の無線チヤンネルは、が下の機器や無線局と同じ周波数帯を使用します。 

-産業-科学-医療用機器 

-工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 

① 構内無線局（免許を要する無線局） 

② 特定ル電力無線局（免許を要しない無線局） 

•本製品を使用する場合は、上記の機器や無線局と電波干渉する恐れがあるため、が下の事項にを 
意してください。 

1本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定ル電力無線局が運用されて 
いないことを確認してください。 

2万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合は、速や 
かに本製品の使用周波数を変更して、電波干渉をしないようにしてください。 

3その他、本製品から移動体識別用の特定ル電力無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合 
など何かお困りのことが起きたときは、弊社インフオメーシヨンセンターへお問い合わせくだ 
さい。 


使用周波数帯域 

2.4 GHz 

変調方式 

DS - SS 方式 

想定干渉距離 

40 m が下 

周波数変更の可否 

全帯域を使用し、かつ「構内無線局」「特定ル電力無線局」帯域を回避可能 


■本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変など 
を行うことは禁じられております。 

■ BUFFALO ™、 AirStation ™ および FreeSpot ™ は、株式会社メルコの商標です。本書に記載され 
ている他社製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。本書では、 TM 、 ⑩、◎などの マー 
クは記載していません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される 
場合があり、現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどが 
ありましたら、お買い求めになった販売店または弊社インフォメーシヨンセンターまでご連絡く 
ださい。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0 A 機器としてお使いください。万一、一般 0 A 機器が外とし 
て使用されたことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらか 
じめご了承ください。 

-医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途に 
は使用しないでください。 

-一般 0 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するとき 
はご使用になるシステムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 
■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。曰本国外では使用 
しないでください。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っ 
ておりません。 

■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するも 
のについては、日本国外への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必 
要です。 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、を意事項と 
して記載された取扱方法に違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失•破 
損した場合については、保証しておりません。本製品が八ードディスク等の記憶装置の場合また 
は記憶装置に接続して使用するものである場合は、本書に記載されたを意事項を遵守してくださ 
し、。 また、必要なデータはバックアップを作成してください。お客様が、本書のを意事項に違反 
し、またはバックアップの作成を怠ったために、データを消失•破棄に伴う損害が発生した場合 
であっても、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な 
過失があった場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品また 
は同等品に交換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の責に任じません。 


らくらく！セットアップシート 
2003年7月18日第2版発行株式会社メルコ 







































































































































































































































































